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新副管理者就任のご挨拶 

この度、田上副管理者の後任として、８月１日付けで 
副管理者に就任しました、岩本章と申します。 
 何分にも病院運営は初めてのことであり、副管理者という 
重責を担うことに緊張のスタートですが、よろしくお願いします。 
 紀南病院は昭和２０年設立以来、田辺市及びその周辺地域の 
中核医療機関として重要な役割を担ってきており、地域住民の皆さまに 
とっても重要な医療機関であると認識しています。 
 
 さて、地域住民の皆さまのために最も力を注がなければならないことは、言うまでもなく新型コロナ感染症対策であると
考えます。昨今、変異株による新規感染者が増加しており、入院医療体制にも影響が及ぶ状況になっています。 
 変異していく新型コロナウィルスの対応に、医師、看護師をはじめとする医療スタッフや事務の方々が、それぞれの部署
で大変ご苦労されています。私もその一端を担えるよう日々精進を重ねていく所存でございます。 
 
 また、今後の病院事業運営におきましては、病院の基本理念にもありますように効率的な運営を行い、健全経営に努
めるとともに、地域住民の皆さまに信頼される病院であるよう、病院長をはじめ職員の皆さんとともに取り組んでいきたいと
思いますので、よろしくお願いします。 

 
 この度、７月３１日をもちまして、任期満了により副管理者を 
退任いたしました。４年間、お世話になりました皆様に 
お礼を申し上げます。 
 
 ４年間を振り返りますと、病院運営は医療機器の整備・更新など診療体制を強化しながら、 
地域包括ケア病棟の設置や救急病床から高度急性期病床へ転換するなど、地域医療構想を 
見据えた対応を図りました。また、令和２年度決算も新型コロナの影響はありましたが 
黒字を計上し、健全経営を維持することが出来ました。 
 このことは、阪越病院長を中心に医師・看護師・技師・事務等の優秀なスタッフが揃っていることが大きく寄与しています。 
恵まれた環境の下で職に就かせて頂きましたこと、大変ありがたく思っています。 
 また、昨年２月から新型コロナウイルス感染症の入院患者を受け入れるなど、重点医療機関病院として、職員の皆様に
は、感染リスクや多大のストレスを抱えながらも検査や入院患者への対応などに全力を傾注して頂きました。 
医療を提供して患者を守り、救うという使命感、崇高な精神に敬意を表しますとともに深く感謝を申し上げます。 
 
 これからの病院の経営は、少子高齢化による疾病構造の変化や人口減少による影響、更に新型コロナウイルスの発生に
よる患者の受診行動の変化等々を考えると大変厳しいものになってきます。 
 当地域にとって、紀南病院は安全で安心できる良質な医療を提供する、なくてはならない病院です。今までと同じように、
これから先も地域の人々に応えられる病院であり続けられるように職員の力に期待します。 
 
最後に、新型コロナウイルスの一日も早い収束を願い、 

また、職員の皆様のご活躍とご健勝並びに紀南病院の 
益々の発展を祈念し、退任に際してのご挨拶と致します。 
 ４年間ありがとうございました。 
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初めまして、研修医 2年目の阪井耕一です。 
今回サザンクロスで研修医日記を担当するということで、 
今更ではありますが自己紹介を致します。私は大阪府・寝屋川市で生まれ育ちました。 
中高は奈良の東大寺学園まで毎日片道 110分かけて通っていました。 
その後大阪大学へ進学し、6（＋1）年の学生生活を経て紀南病院へやってきました。 
大学では野球部に所属していました。野球経験は少年野球を少しやっていた程度でしたが、 
同学年の部員がおらず自動的に主将になってしまいました。 
それでも「主将・5番・三塁手」として臨んだ最後の西医体で念願の勝利を収められたのは良い思い出です。 
今でも趣味で休日にバッティングセンターへ行ったりします。 
 
趣味といえば登山で、一般登山道最難関といわれるジャンダルム（北アルプス）は踏破しました。積雪期の八経ヶ岳や 

白山、唐松岳（北アルプス）も踏み、果ては沢登りまで始めてしまいました。声を掛けて頂ければガイドしますよ。 
ツーリングも好きで、こちらに来てから原付がセローという 250ccのバイクにランクアップしました。同期の弘中先生と真冬の 
極寒ツーリングの果てにたどり着いた川湯温泉は素晴らしいものでした。 
あとはピアノでしょうか。印南駅というところにいわゆる駅ピアノが置いてあると知って弾きにいってみたりしました 
（少し恥ずかしかったですが）。 
 
将来は耳鼻咽喉科に進む予定です。自分自身が子供のころから中等度の感音難聴であり、今でも補聴器を装用して 

仕事をしています。そういう経緯もあり難聴という疾患にいろんな面から関わってみたいと思っていますが、進行する一方 
の疾患と接することの難しさも感じています。 
 
さて、研修医生活ももう終盤に差し掛かろうとしています。ここまでローテした診療科の皆様には大変お世話になり、 

ご迷惑をおかけしてしまうことも多かったですが、必ずや将来の糧にしていきたいと思います。 
今年に入ってからはバッティングセンターで目にボールが当たったり、バイクで転んで腓骨を骨折したりと、個人的には 
相当の厄年となっていますが、健康に気をつけつつ精進して参りますので、よろしくお願いいたします。 
 

研修医日記 

研修医 

阪井 耕一 

はじめまして、研修医二年目の岡本さつきです。 

みんなの真似をして自己紹介から始めます。 

和歌山県新宮市出身、父親は地元新宮で歯科医師をしております。 

よくできた娘のように幼いころから歯科医師を志し、、、ということはなく、 

「Dr．コトー診療所の吉岡秀隆」、「救命病棟 24時の松嶋菜々子」という正反対のドラマ Drに 

憧れて、小学生のころから医師を志しました(もちろんもう少しきちんとした理由はありますが)。 

 

しかしながら、世の中そんなに甘くなく、牢獄のような寮での二年間の浪人生活を経て、 

縁あって岡山大学歯学部に入学しました。入学してみると、私が想像していた国立大学のイメージとは少し違って、今では 

岡大に入ってよかったと思えるほど楽しい学生生活でした。 

高校生の時に憧れていた〈片手には小ぶりなブランドバッグ、ヒールで電車通学、暇な時間にはおしゃれなカフェかケーキ 

屋さんでバイト〉というファッション雑誌で見かけた女子大生の日常とはやはりかけ離れていましたが、〈試験資料がたっぷり 

入る丈夫な鞄で自転車通学、授業後と休日はみんなで部活、飲み会〉という長い長い青春を満喫できて、どこかで聞いた 

ことのある「大学生活は人生の夏休み」という意味が当時の私は全く分かりませんでしたが、今ではとてもよく理解できます。 

 

そして、無事歯科医師となり、紀南地方に戻ってきました。紀南病院での毎日はとても刺激的で落ち込むこともあります 

が、周りの方々に支えられ何とかやっております。頼りになる同期、周りの先生達や衛生士さんはもちろんのこと、看護師さん 

もすごく優しくてとっても感謝しています。 

また、ある日叔父さんの友達が麻酔科の角谷先生と知ったり、友達のお父さんが産婦人科の林先生だったりと驚くエピソード

が多い紀南地方でもあります。 

まだまだ未熟でご迷惑をかけることも多いかと思いますが、少しでも紀南地方に貢献できるよう精進してまいりますので、 

皆様ご指導ご鞭撻のほど、今後とも宜しくお願いいたします。 

研修医 

岡本 さつき 
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医療の現場から 
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床工学部は平成 14年に設立され、はや 20年を 

迎えようとしています。 
医療機器の管理を軸として各科横断的に業務をしており、 
現場ニーズに応えられるよう部内一同、日々の業務に励んでおります。 
 
一昨年より新型コロナウイルス感染症による人工呼吸器や 

エクモ(ECMO：膜型人工肺装置)をメディアで取り上げられることが多く、 
それらは臨床工学技士が関与する高度医療機器です。 
 
膜型人工肺は通常心臓外科手術の際に使用する人工心肺装置や 

心肺補助装置に使用されており、特に新しい治療及び装置ではありません。 
これまでも SARSや MARS といった新興感染症の重症患者にも対応してきた装置でもあります。その ECMOは当院に 
2台あり、うち一台を昨年更新しました(下図)。ICU関連スタッフと共に重症患者を救命すべく新しい知見をもとに体制を 
整えていきたいと考えております。 
 

臨 

《 臨床工学部より 》 
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2021年 4月 10日（土） 
東京国際フォーラムで開催された 

「第１１８回 医学生 ・ 研修医の日本内
科学会ことはじめ 2021 東京」において
研修医の大山達也医師が優秀演題賞を
受賞されました！ 
 

― 第 118回 医学生・研修医の日本内科学会ことはじめ 2021東京で優秀演題賞を受賞 ― 

ご指導頂いた中野先生 

ありがとうございました 

臨床工学部 

土井 照雄 
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Southern Cross 

《泌尿器科》 延與
え ん よ

 宣之
のぶゆき

 

 ①和歌山県②ソフトテニス・キャンプ 

《循環器科》 寒川
そうがわ

 浩道
ひろみち

 

①和歌山市②水泳③久しぶりの 

紀南地方勤務でワクワクしています。 

《整形外 科》 増田
ま す だ

 圭
けい

哉
や

 

①和歌山県岩出市②スポーツ観戦 

③何事にも誠実に取り組みたいと 

思います。 

《整形外科》 三宅
み や け

 稜
りょう

 

①大阪府岸和田市②バスケットボール 

③精一杯頑張りますのでよろしくお願い 

します。 

《心臓血管外科》 松田
ま つ だ

 真以子
ま い こ

 

①大阪府岸和田市②スキー・カラオケ 

③新しい環境で慣れないことも多いと思い 

ますが努力していきたいと思います。 

 

①出身地 

②趣味・特技 

③一言アピール 

（敬称略） 

New face さ～ん  

【医師】 

病院の 
まど  

  

編集後記 

新型コロナウィルスの感染拡大状況を考慮して 
9月の「ふれあい」は開催中止とさせていただきま
す。 

 
 10月以降の開催については状況を見ながら随時検討し、 

日程が決まり次第当院 HPや掲示でお知らせしますので、確 

認の上ご参加ください。 

夏の終わりが近づく今日この頃、まだまだ暑い日が続いておりますが、皆さん

如何お過ごしでしょうか。 

私はこの時期になると、井上陽水さんの少年時代が聴きたくなります。 

山に囲まれた父の実家で、汗だくになりながら遊び回った夏休み。「スイカある

よ」の一言で縁側に駆け寄り、冷えた麦茶とこれでもかと塩をふりたくったスイカ

をほおばった記憶が、ミュージックビデオのように頭の中を流れていきます。 

皆さんの少年時代はどのような思い出がありますか     

(*^▽^*)記 

第 115回がんサロン「ふれあい」 
開催中止のお知らせ 
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